
《受検する前に確認しましょう》　評価基準について

領域 評価基準 受検者のみなさんへ・・・こんなことに注意しましょう

問いに対する⾃分の考えが書けてい
るか

問題⽂で聞かれたことについて書きましょう。聞かれていないことにつ
いては、書かないように気をつけましょう。

考えが⼀貫しているか 初めと終わりで考えが変わらないように気をつけましょう。

考えに説得⼒があるか（理由・具体
例が書けているか）

あなたの考えを相⼿に⼒強く伝えるために、理由や具体的な説明、具体
例などを書きましょう。

考えをわかりやすく伝えるための段
落構成ができているか

問いに対するあなたの考えをはっきりと伝える段落を作り、初めと終わ
り、または初めか終わりのどちらかに⼊れましょう。中の段落には理由
の説明や考えの具体例を書きます。

⽂法的な誤りはないか 伝えたいことがまちがって伝わらないように気をつけましょう。

読みやすい⽂章であるか
⽂はなるべく短くし、適切に読点を⽤いて読みやすい⽂を作りましょ
う。まとまりごとに段落を分けましょう。段落の分けすぎにも注意が必
要です。

意⾒⽂に適した⾔葉の使い⽅ができ
ているか

⼝語表現を⽤いないようにし、⽂の終わり⽅をそろえましょう。
⾔葉の意味が正しく使えているか、気をつけましょう。

体験や情報などを具体的にわかりや
すく伝えているか

体験や情報などについて、読み⼿に様⼦や内容が伝わるように表現を⼯
夫して書きましょう。

誤字脱字はないか ⽂字のまちがいや、ぬけに気をつけましょう。

原稿⽤紙を正しく使えているか
原稿⽤紙の基本的な使い⽅に気をつけましょう。段落の書き始め、記号
や⽂字の位置、かぎかっこの使い⽅や位置など。

⽂字が丁寧に書けているか、学年相
応の漢字が使えているか

⽂字は読みやすいように、こく、ていねいに書きましょう。
習った漢字はなるべく使って書きましょう。

字数制限を満たしているか
360字より多く（９割以上）書けるように、がんばりましょう。
400字を超えないように注意も必要です。

内容

表現

表記・
条件


